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～第 ５ 回 口 頭 弁 論 報 告～ 
 

前回（３月２２日・【月】）の口頭弁論で示

された、被告側（ＪＲ東日本会社）の反論書

面が５月２４日（月）に提出されたことを確

認しました。 

今後の進め方として、裁判所から「争点

を整理して、スムーズに行うために進行協

議で議論していきたい」と提案されました。

そのため、原告側（個人訴訟団）からは「準

備したい書面があるので、書類をまとめて

７月１６日（金）までに証拠書類を提出して

いく」ことを確認しました。 

進行協議については、８月５日（木）１０時

から行われます。なお進行協議について

は、原告と裁判官、双方の代理人のみで行

うため、傍聴は出来ません。 
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会社側は、「会社の意思ではない」「表現の自由」「組合活動を委縮さ

せたものではない」と今も主張しています。 

４名の訴訟団からは「具体的に何が行われたのか明らかにしていく」

「たたかいを通じて組織拡大を目指し屈せずたたかう」「たたかいは確

実に前進していることを確信した。引き続き連帯したたたかいをお願い

したい」と力強い決意が述べられました。 


